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平成２２年度

策定しました

交通安全運動推進計画を

　今年度の交通安全運動推進計画が４月２３日㈮、中野市交通安全推進協議会に
おいて原案どおり決定されました。概要は次のとおりです。

（１）交通安全運動推進の基本方針
　交通事故のない「安全で快適な交通社会」の実現を目指し、「交通死亡事故抑止」を重点課題
に交通安全運動を市民総ぐるみで展開するため、関係機関・団体と連携する中で、各種対策を強
力に推進し、交通安全思想の普及徹底を図る。

問い合わせ先　市役所市民課生活交通安全係　☎（２２）２１１１（内線２３５）

（３）年間重点事項

（２）年間スローガンの設定　『信濃路は　ルールとマナーの　走るみち。』
　「交通安全の主役は、市民一人ひとりである」との認識をもって正しい交通行動を身につけ、
自ら進んで交通安全活動を実践して交通事故防止を図り、安全で安心して暮らせる快適な地域社
会をつくる。

平成２１年
人身交通事故発生状況

○死亡事故発生場所
○事故発生場所（１回）
○事故発生場所（２回）
○事故発生場所（３回）

Ｎ
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市役所

信州中野ＩＣ

信州中野駅
江部交差点

中野西
高等学校

　高齢者の交通事故防止

　単位老人クラブごとに高齢者地域交通安全塾を実施するなど、高齢者の事故防止を推進する。

　飲酒運転の根絶

　飲酒運転の危険性、責任の重大性を認識し、飲酒運転を許さない気運の醸成を推進する。

　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　後部座席のシートベルトおよびチャイルドシートの着用率が低いことから、
　着用の実態を把握し、着用の徹底を推進する。

　夕暮れ時と夜間の交通事故防止

　薄暮時から夜間の道路横断中における歩行者の重大事故が発生したことから、
　夜光反射材の普及など、事故防止を推進する。

　自転車安全利用の推進

　小学校ごとに自転車安全運転技能講習会を実施し、自転車安全利用の
　ためのルールやマナーを身につけてもらい、事故防止を推進する。

　交通事故多発箇所の安全対策

　長野県・中野市・中野警察署・道路管理者などが連携をとりながら、交通事故多発箇所の現地
　診断を行い、事故防止対策を推進する。（多発箇所は右ページ参照）

注）この地図に表示した箇所は、中野警察署に届け出があった
　　もので、このほかに親川区で１件の事故がありました。


